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■  地域社会の未来を担う「協同」の
　 教育的使命
　北海道の持続可能性を支える基盤は、地域に深
く根差し、互助の精神で課題を解決する「協同組
合」という組織形態にあります。協同組合ネット
北海道に加盟する14の協同組合組織が連携して
実施する北海道大学フレッシュマンセミナー『協
同組合を学ぶ』は、農山漁村や地域が直面する社
会経済的課題に対し、次世代を担う若者たちが現
場で学び、課題解決の力を養うとともに協同組合
の役割を捉え直す重要な教育機会となっています。
　今年で４回目を迎えた本講座は、定員40名に対
して130名を超える応募が集まる人気講座として
定着しています。１泊２日のフィールドワークと
２日間の集中講義（リレー講座）融合させたプロ
グラムを提供しました。

■ 食・資源・暮らしの循環を体感する1泊2日のフィールドワーク
　座学に先立つ現地視察では、学生たちが「協同組合＝古い組織」という既成概念を打破し、協同の力が生み出
す経済的合理性と地域インフラとしての価値を体感する戦略的アプローチとして実施されました。

○ホクレンパールライス石狩工場：○ホクレンパールライス石狩工場：
　 徹底した品質管理や広報の工夫を視察し、安全・安
心な主食を届ける大規模インフラの重要性を学びま
した。

○コープさっぽろエコセンター：
 365日稼働する資源循環の拠点を見学。手作業に 365日稼働する資源循環の拠点を見学。手作業に
よる選別工程を目の当たりにし、学生からは「自分よる選別工程を目の当たりにし、学生からは「自分
のゴミ分別意識が劇的に変わった」との声が上がり、のゴミ分別意識が劇的に変わった」との声が上がり、
行動変容を引き出す教育効果が確認されました。行動変容を引き出す教育効果が確認されました。

食の流通・環境保全・地域農業の最前線

○JAながぬま：
 個別の農家では困難な大規模投資を共同利用で実現 個別の農家では困難な大規模投資を共同利用で実現
する協同組合の強みを学習。ブロッコリーの氷詰輸する協同組合の強みを学習。ブロッコリーの氷詰輸
送やトマトの選別機などの出荷現場を視察しました。送やトマトの選別機などの出荷現場を視察しました。
○ 視察後は当麻町へ移動し、「当麻ヘルシーシャトー」視察後は当麻町へ移動し、「当麻ヘルシーシャトー」
に宿泊。1日目の学びや気づきを共有し合い、交流に宿泊。1日目の学びや気づきを共有し合い、交流
を深めました。

1日目
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○当麻森林組合・当麻森林組合製材工場：○当麻森林組合・当麻森林組合製材工場：○当麻森林組合・当麻森林組合製材工場：○当麻森林組合・当麻森林組合製材工場：
　 原木から製品へのダイナミックな製材工程を間近で原木から製品へのダイナミックな製材工程を間近で
見学。地材地消モデルや若手の安定雇用を生み出す見学。地材地消モデルや若手の安定雇用を生み出す
先進的な経営姿勢、資源を無駄なく利用する姿勢に先進的な経営姿勢、資源を無駄なく利用する姿勢に
感銘を受けました。感銘を受けました。

○北るもい漁協・北るもい製氷工場：
　 マイナス25～ 30℃に達する極寒の製氷冷凍施設
での体験は強烈なインパクトを与えました。「過酷
な環境下で水産物の鮮度を維持し、漁業者を守る不
可欠なインフラである」ことを肌で感じ、漁協が地
域経済の命綱であることを実感しました。

森林資源の循環と沿岸漁業を支える現場

■ 14協同組合による多角的な理解を深める２日間の座学
　後半の２日間は北海道大学の教室にて、業態の枠を超えた14の協同組合担当者がリレー形式で講義を行いまし
た。
　農業、漁業、林業、金融、共済、医療、購買など多岐にわたる分野が一堂に会し、それぞれの事業内容や理念、現代
社会で果たすセーフティネットとしての役割を解説。株式会社との組織的な違いや「組合員一人ひとりの暮らし
を支える」という共通の価値軸で各組織が多層的に連携している姿を示し、学生たちの理解を大きく深めました。

【受講生の主な感想】
○ 普段なかなか知ることができない、協同組合の仕組
みや存在意義、働いている人たちの想いを知ること
ができてとても貴重な体験でした。
○ 協同組合について知れるいい経験になりました。自
分では工場や組織の見学などできなかったので楽し
く学べる今回の特別授業は大変良いものでした。あ
りがとうございました。
○ 全体として非常に満足の出来る内容だった。自分だ
けでは恐らく行かないような遠方に行き、協同を学

■ 北海道の未来を「協同」でデザインするために
　この４日間の学びを通じて、学生たちは北海道の一次産業の現場や地域社会が抱える課題、そしてそれらに向
き合う協同組合の役割を肌で感じ取ってくれました。現場で湧き上がった「なぜこれほどの手間をかけるのか」
という問いと発見は、学生たちの意識を劇的に変えるきっかけとなりました。
　６月に開催した『北海道協同組合就活サミット』や今回の『北海道大学講座』のように、未来を担う若い世代
に協同組合の価値を伝え、興味を持つきっかけを作る取り組みは、将来の地域社会を支える「人材の循環」を構
築する上で極めて重要です。私どもはこれからも他組織や教育機関との連携を強化し、北海道の持続可能な未来
を共に創り上げてまいります。

2日目

ぶという珍しい経験ができて良かった。協同組合と
いうものをあまり知らない状態で参加したが、終了
する頃には自信を持ってある程度説明出来るぐらい
には学べて、協同組合に対する見方が変わったと思
った。
○ 今回の講義を通して、協同組合は単に商品やサービ
スを提供するだけでなく、地域の生活や産業を支え
る重要な役割を担っていることが分かった。普段は
意識していなかった地域社会の仕組みについて知る
ことができ、興味深い講義だった。
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2026年度

第2回理事会報告
　８月20日㈭ポールスター札幌にて齋藤理事（北大生
協）を議長に選出し、開催致しました。冒頭、中島会
長の挨拶ののち、以下の事項について提案があり、承
認されました。
　日本生協連北海道東北地連事務局長より令和８年熊
本地震及び千葉県豪雨災害の被災状況や災害支援の状
況について報告がありました。また、会員生協報告で
は、出席された会員生協より、この間活動報告や事業
をめぐる環境について報告がなされました。
【議決事項】
１．2026年度理事会の議長推薦の件
２．2026年度役員報酬明細決定の件
３．個人情報保護に関連する規則（案）の施行の件
４．危機管理マニュアル（案）施行の件
５．「定款・規約・規則・規程集」の改訂版作成の件
６．「令和８年熊本地震」への募金の件

【審議事項】
１．70周年記念事業の進捗
２．70周年記念パンフレット作成の件
３．ＬＰガス問題の進捗
４．灯油の適正価格・安定供給
５．協同組合ネット北海道の取組進捗
【報告事項】
１．一般活動報告の件
２．第70回総会報告
３．第１回理事会報告
４．第１回監事会報告
５．４－７月決算報告
６．ユニセフ ベネズエラ地震緊急募金拠出の件
７．こども食堂北海道ネットワークの進捗
８．ほっかいどう若者応援★学生ＰＪの進捗
９．北海道からの通知及び友好団体・協賛・後援の件
10．日本生協連北海道・東北地連報告
11．会員報告

以　上

第73回第73回 北海道労働者共済生活協同組合通常総代会北海道労働者共済生活協同組合通常総代会がが終了終了しましたしました
～ 2025年度事業報告および2026年度事業計画が確認されました～

　2026年７月30日㈭、ホテルポールスター札幌にお
いて、「第73回 北海道労働者共済生活協同組合 通常
総代会」および「第９回 こくみん共済 coop北海道推
進本部 組合員代表者会議」を開催しました。今総代
会（代表者会議）には、総代（組合員代表者）130名中、
書面議決等を含む121名が出席し、総代会では「2025
年度事業報告および決算報告承認の件」など９議案、
代表者会議では「2025年度北海道推進本部推進活動
報告について」など３議案の付議事項について審議し、
いずれも承認されました。
　こくみん共済 coop は、この間、「中期経営政策
2022-25 変革と創造」を掲げ、めざす姿の実現に向け
た変革に挑戦するとともに、お役立ち発想と共創活動
にデジタル技術を取り入れた「新しいたすけあい」の
創造・実践を通じて、事業の持続的成長と運動の発展
をめざしてきました。
　また、昨年の国際協同組合年（IYC2025）は、当会

としても協同組合および共済事業が果たす役割や価値
を社会に広く発信する貴重な機会となりました。国際
協同組合年は、持続可能な社会の実現に向けて協同組
合が果たす役割への期待を背景に国連が定めたもの
で、今後も10年ごとの開催が見込まれています。
　IYC2025を契機として高まった機運を大切にしなが
ら、その成果を今後の活動に活かし、協同組合の社会
的価値の継続的な発信と理解促進に取り組んでいきま
す。
　2026年度からは、新たに「中期経営政策2026-29 
Action ＆ Challenge」を掲げ、「新しいたすけあい」
の創造・実践をさらに推進し、次なる挑戦につなげて
まいります。また、少子高齢化や人口減少などにより
事業環境が変化する中、引き続き「暮らしを支える共
済事業」や「防災・減災の啓発活動」、「災害時におけ
る無保障者をなくす取り組み」などを通じて、安心し
て暮らせる社会の実現と社会課題の解決に向けて努力
を重ねていきます。
　今後とも、組合員ならびに関係諸団体の皆さまの変
わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い
申し上げます。

道 者海 働北 労 共 活生済 協 同 組 合
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